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１．設計方針

①市民に開かれた庁舎

人にやさしく、わかりやすく、利用しやすい機能と安全性に配慮するとともに、市民のふれあいの場

として親しまれる庁舎

②ユニバーサルデザイン※に対応した庁舎

すべての人が、安心して快適に利用できる庁舎

③住民自治の拠点となる庁舎

議会の独立性を保ちつつ、市民と行政が連携して、活発な市民の交流を促進する庁舎

④市民の安全・安心を支える庁舎

高度な耐震性や耐水性、防火性などの災害に対応できる機能を備え、地震や風水害などの災害

時における防災拠点として機能する庁舎

⑤環境にやさしい庁舎

省資源・省エネルギー対策を図るため、それに配慮した設計と設備の導入を検討し、環境負荷の

低減に配慮した庁舎

⑥行政需要の変化に対応できる庁舎

高度情報化や市民ニーズの多様化とともに、行政組織の変化などに対応できる機能的で柔軟性

の高い庁舎

※ ユニバーサルデザイン＝障がいの有無や年齢・言語などに関わらず、すべての人に使いやすいようにつくられたもの。
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（１）６つの基本方針

旭市新庁舎建設基本計画に基づいた設計を行います。



２． 計画概要

（１）敷地概要

・建設地 ：旭市ニの2132番地

・敷地面積 ：9,864㎡

・許容建蔽率 ：60％

・許容容積率 ：200％

・地域地区 ：都市計画区域

用途地域無指定

・防火指定 ：無（22条地域）※

・日影規制 ：無指定

・前面道路 ：主要地方道

旭停車場線12m
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※ ２２条地域＝建築基準法第22条の規定により、建築物の屋根は不燃材などを使わなければならない。

計画地計画地計画地計画地

東総文化会館

東部図書館

県道



（２）建築概要

・主要用途 ：庁舎

・工事種別 ：新築

・建築種別 ：耐震構造

・構造種別 ：鉄骨造

・建築面積 ：約4,200㎡

・延床面積 ：約13,700㎡

・容積率 ：約110％

・階数 ：地上5階、地下１階

（５階は展望室、電気室）

・最高高さ ：約26m

・基礎種別 ：杭基礎

・昇降機 ：エレベーター3台

・駐車台数 ：174台 （来庁者用100台、公用車用74台）

・駐輪台数 ：35台
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階 床面積（㎡）

５ 約５００

４ 約２，２００

３ 約２，２００

２ 約２，６００

１ 約３，３００

地上階計 約１０，８００

地下 約２，９００

合計 約１３，７００

面積表



（３）配置計画

新庁舎は、進入口から見て、わかりやすく、認識しやすい配置構成とし、

旭文化の杜公園との連携に配慮した計画とします。
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【駐車台数合計】174台

（平置114台、地下60台）

②来庁者用駐車場100台

⑥公用車用駐車場74台

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

④多目的駐車場

公園側出入口

主出入口

ロータリー

（車寄せ）

駐輪場（屋根付）

時間外・職員・サービス

出入口

OUT

IN

⑤歩道の設置

インターロッキング再利用

（スロープ）

地下駐車場（60台）

①出入口

⑨非常時用の出入口

メインプロムナード側

公園側

仁玉川側

県道側

③植栽

隣接地との緩衝帯として計画

⑧コミュニティバス乗降場所⑦駐輪場３５台

庇



（４）平面計画

全方位に開かれた開放的な低層階と、機能を集約したコンパクトな上層階で構

成される計画とします。また、執務室は将来の組織変更などに柔軟に対応でき

る構造として計画します。

５階 市民憩いの場（展望室）、電気室、非常用発電機室、自販機コーナー

４階 議会関連諸室（正副議長室、議場、議員控室、委員会室、議会図書室、

議会事務局）、教育長室、庶務課、学校教育課、体育振興課、生涯学習課、

教育情報室、カウンセリングルーム、会議室、給湯室、更衣室、ＷＣ、

空調機械室

３階 市長室、副市長室、市長応接室、秘書広報課、総務課、企画政策課、

財政課、行政改革推進課、農水産課、農業委員会事務局、政策決定室、

防災無線室、サーバールーム、ＳＥ作業室、会議室、休憩・会議室、

来客用洗面室、給湯室、更衣室、ＷＣ、自販機コーナー、物品庫、

空調機械室

２階 子育て支援課、健康管理課、都市整備課、建設課、環境課、商工観光課、

監査委員事務局、子育て支援センターハニカム、多目的ルーム、待合席、

消費生活センター、フレンドあさひ、相談室、授乳室、製図室、会議室、

休憩・会議室、給湯室、更衣室、ＷＣ、倉庫、書庫、物品庫、空調機械室

１階 市民生活課、税務課、会計課、保険年金課、高齢者福祉課、社会福祉課、

金融機関窓口、市民活動の場、旭の歴史等を学ぶ場、市民憩いの場、

待合席、総合案内、相談室、授乳室、警備員室、作業員控室、

電話交換室、清掃員控室、印刷室・ラインプリンター室、会議室、

休憩・会議室、下足箱室、給湯室、更衣室、ＷＣ、自販機コーナー、

耐火書庫、物品庫、空調機械室
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駐車場

市民活動の場

執務室

執務室

執務室

執務室

展望室

議会関連諸室

地下１階

１階

２階

３階

４階

５階

時間外出入口

主出入口

公園側出入口

市長室・副市長室

地下１階 駐車場、機械室、熱源機械室、倉庫、備蓄水槽



①地下１階

駐車場や熱源機械室、備蓄水槽などを設置します。また、駐車場の下のスペースに非常用

排水槽を設置します。
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駐車場（６０台）

出入口

倉庫

熱源機械室

メインプロムナード側

公園側

県道側

仁玉川側

EV

階段

地下１階

EVホール

機械室

備蓄水槽

▲

（ア）地下駐車場の出入用スロープ

スロープをメインプロムナード側に設置します。



窓口

（金融）

相談室 相談室

②１階フロア

市民の利用の多い部署や業務の連携度合を考慮して、市民生活課をはじめ、税務課や会計課、

保険年金課を配置します。また、今後の高齢化に伴い、高齢者福祉課と社会福祉課を配置します。
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１階

（ケ）時間外出入口

メインプロムナード側に、警備員室を配置

して、夜間・休日の出入口とします。

（イ）主出入口

駐車場やバス乗降場所からのアクセス性に

配慮して、県道側に配置します。

（キ）公園側出入口

公園利用に配慮して配置します。

(ウ）総合案内

正面玄関から見やすい場所に配置します。

（ク）相談室

プライバシーに配慮して個室を

配置します。

（ア）金融機関窓口

会計課に隣接して、来庁者が市税などを納付

するための窓口を配置します。

（エ）待合席

主出入口及び公園側出入口から近い

場所にそれぞれ配置します。

税務課税務課税務課税務課

市民生活課市民生活課市民生活課市民生活課

高齢者福祉課高齢者福祉課高齢者福祉課高齢者福祉課 保険年金課保険年金課保険年金課保険年金課

社会福祉課社会福祉課社会福祉課社会福祉課

メインプロムナード側

県道側

仁玉川側

公園側

会計課会計課会計課会計課

市民憩いの場

会議室 休憩・会議室

清掃員

控室

電話

交換室

作業員

控室

下足

箱室

物品庫

警備

員室

風除

室

会議室

相談室ATM
自販機

コーナー

EV

階段階段

給湯室

EV

E

P

S

E

P

S

印刷室・

ラインプリンター室 耐火書庫
物品庫

女子

更衣室

女子WC

男子WC
多目的

WC

空調

機械室

空調

機械室

相談室

風除室

風除室

男子

WC
女子

WC

授乳室

EV

旭の歴史等を学ぶ場 市民活動の場

階段
風除室

市民ロビー

▲

▲

▲

（カ）エレベーター

市民窓口の多い部署に配慮して、仁玉

川側に１台設置します。その他、県道側、

公園側に各１台設置します。

（オ）授乳室

市民ロビーに近接して配置します。

相談室

男子

更衣室



③２階フロア

市民の利用度と業務の連携度合を考慮して、子育て支援課と健康管理課を配置して、その隣に

都市整備課と建設課、環境課を配置します。また、商工観光課と消費生活センターを配置して、

メインプロムナード側に、監査委員事務局を配置します。

8

２階

（イ）待合席

子ども連れの多い子育て支援課や健康管

理課に近接して配置します。

（ア）フレンドあさひ

相談及び指導を行う適応指導教室を

配置します。

（ウ）子育て支援センターハニカム

市内に住んでいる３歳以下のお子さんとそ

の保護者がつどい、一緒に遊んだり情報を

交換する広場を配置します。

監査委員事務局監査委員事務局監査委員事務局監査委員事務局

健康管理課健康管理課健康管理課健康管理課

子育て支援課子育て支援課子育て支援課子育て支援課

都市整備課都市整備課都市整備課都市整備課建設課建設課建設課建設課

商工観光課商工観光課商工観光課商工観光課

メインプロムナード側

公園側

県道側

仁玉川側

環境課環境課環境課環境課

（オ）消費生活センター

プライバシーに配慮して個室を配置

します。

会議室 会議室 会議室 会議室 フレンドあさひ

階段

EV EV

階段休憩・会議室

女子WC

男子WC

多目的

WC

給湯室

書庫 書庫

男子更衣室

物品庫

製図室

E

P

S

空調

機械室

E

P

S

空調

機械室

消費生活

センター
相談室相談室相談室

女子

WC

男子

WC

授

乳

室

授

乳

室

階段

EV

（エ）授乳室

子育て支援センターハニカムに近接して

配置します。

倉庫

女子更衣室

子育て支援センターハニカム多目的ルーム
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④３階フロア

市長室・副市長室をはじめ、秘書広報課や総務課、企画政策課、財政課、行政改革推進課を配置し

ます。また、業務の連携度合を考慮して、農水産課と農業委員会事務局を配置します。

３階

（イ）防災無線室

政策決定室に近接して配置します。

（ア）政策決定室

平常時は、会議室などに利用し、災害時は、

災害対策室として機能転換するなど、可動

間仕切りを設けて、必要に応じた利用に配慮

します。

農水産課農水産課農水産課農水産課

農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局

企画政策課企画政策課企画政策課企画政策課

総務課総務課総務課総務課

財政課財政課財政課財政課

行政改革推進課行政改革推進課行政改革推進課行政改革推進課

メインプロムナード側

公園側
県道側

仁玉川側

秘書広報課秘書広報課秘書広報課秘書広報課

政策決定室政策決定室政策決定室政策決定室

階段

EV

女子WC

男子WC
自販機

コーナー

E

P

S

空調

機械室

階段

EV

E

P

S

空調

機械室

来客用

洗面室

サーバールーム

SE

作業室
物品庫

市長室

副市長室 市長応接室 休憩・会議室

室外機置場

会議室

会

議

室

防災

無線室

給

湯

室

男子

更衣

室

女子

更衣

室

給

湯

室
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⑤４階フロア

議会関連諸室は、議会の独立性を保つため、議会機能と行政機能を区分して配置します。教育

委員会は、教育長室をはじめ、庶務課や学校教育課、体育振興課、生涯学習課を配置します。

４階

（ウ）議会ロビー

傍聴者などの待合・休憩スペースとして、

配置します。

（オ）議場

登壇席と正対して、質問席を配置します。また、

傍聴のしやすさに配慮して、議席と傍聴席の高低

差は、可能な限り小さくし、車椅子対応や親子席

を配置します。

（カ）委員会室

可動間仕切りを設けて、必要に応じ

た利用に配慮して配置します。

（ク）議員控室

議会活動のための調査・研究などの

場として、また、将来の会派室など、

必要に応じた利用に配慮して配置し

ます。

（ア）正副議長室

議会事務局に隣接して配置します。

（イ）議会事務局

傍聴者などの利用に配慮して、エレベーター、

階段の近くに配置します。

（キ）議会図書室

図書・情報コーナーを配置します。

生涯学習課生涯学習課生涯学習課生涯学習課

体育振興課体育振興課体育振興課体育振興課

学校教育課学校教育課学校教育課学校教育課庶務課庶務課庶務課庶務課

メインプロムナード側

公園側 県道側

仁玉川側

（エ）カウンセリングルーム

主に、市内の小学生や家族を対象

とした教育相談室を配置します。

議会事務局
会議室

階段

EV

女子WC

男子WC

給湯室

E

P

S

空調

機械室

階段

給湯室

EV

E

P

S

空調

機械室

倉庫

男子WC

女子WC

議員控室 正副議長室

議会ロビー

議場

操作室

・控室

委員会室

会議室

議会

図書室

親子室

傍聴席

傍聴席

バックヤード（倉庫）

収

納

収

納

収

納

教育長室

教育

情報室

収

納

会議室

談話室 倉庫

女子

更衣室

男子

更衣室

カウンセリング

ルーム



電気室

階段

EV

自販機

コーナー

11

⑥５階フロア

市内を見渡せる回廊的な展望室を配置します。 また、電気室や非常用発電機室を配置します。

５階

（ア）市民憩いの場（展望室）

市内を見渡せる場を配置します。

仁玉川側

公園側

県道側

メインプロムナード側

室外機置場

太陽光発電設備

展望室展望室展望室展望室

回廊回廊回廊回廊

回廊回廊回廊回廊

非常用非常用非常用非常用

発電機発電機発電機発電機

室室室室

ファンファンファンファン

ルームルームルームルーム

倉庫
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④低層部分の壁面に、自然の風合いを感じる

自然素材を生かしたデザインを取り入れます。

県道側立面（正面入口）

仁玉川側立面

公園側立面

メインプロムナード側立面

③低層部分は、ガラスを多く使用した開放的な

デザインを取り入れます。

②上層部分は、庇による水平

ラインを主としたシンプルなデザ

インとします。

（５）立面計画

色彩の使い分けや壁面の区切りにより、周囲に圧迫感を与えないようなデザ

インで、白・黒・自然色を基調に、旭の景観に調和した計画とします。

▲

▲

▲

①頂部部分は、旭市のシンボル

となる印象的な屋根とします。



耐火書庫

委員会室
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５階

４階

３階

２階

１階

B B’

A

A’

約26m

地下１階

議場

展望室
回廊

執務室

執務室

執務室

執務室

市民ロビー

男子WC

スロープ

政策決定室 市長応接室

会議室

女子

WC

女子

WC

製図室

地下駐車場

作業員控室

傍聴席

執務室

執務室

地下駐車場 備蓄水槽

執務室

電気室

室外機置場

（６）断面計画

十分な空間を効率的かつ合理的に確保して、将来の機能更新や改修の

しやすさに配慮した計画とします。

Ａ（仁玉川側） － Ａ’（メインプロムナード側）断面図 Ｂ（公園側）－ Ｂ’（県道側）断面図

回廊
回廊

SE作業室 政策決定室

消費生活

センター
書庫

製図室

相談

室

相談

室

相談

室

相談

室

相談

室

相談

室

①展望室・回廊

市内を四周見渡せるように展望室・

回廊の床を２ｍ高くします。

非常用排水槽

男子

WC

議場

書庫

非常用

発電機室

男子

更衣室

女子

更衣室

電気室

正副議長室

物品庫男子更衣室

女子

WC

男子

WC

女子

WC

男子

WC

倉庫

熱源機械室

倉庫
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②鉄筋コンクリート造

（７）構造計画

高度な耐震性や耐久性、防火性を備えるとともに、行政機能も維持できる、

災害に強い合理的な構造体による安全・安心な庁舎を計画します。

スロープ

①鉄骨造
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市民にとって市民にとって市民にとって市民にとって

利用しやすい窓口利用しやすい窓口利用しやすい窓口利用しやすい窓口

職員にとって職員にとって職員にとって職員にとって

働きやすい空間働きやすい空間働きやすい空間働きやすい空間

３． わかりやすく使いやすい庁舎

（１）目指す姿

市民にとって利用しやすい窓口、職員にとって働きやすい空間、利用する市民と

そこで働く職員の双方にとって、機能的で快適、安全・安心な環境をつくり、より

一層の市民サービスの向上と事務効率の向上につなげます。



来庁者の来庁者の来庁者の来庁者の

主な行動主な行動主な行動主な行動

来庁者にとっての来庁者にとっての来庁者にとっての来庁者にとっての

窓口のあるべき姿窓口のあるべき姿窓口のあるべき姿窓口のあるべき姿

窓口のあるべき姿窓口のあるべき姿窓口のあるべき姿窓口のあるべき姿をををを

具現化具現化具現化具現化するするするする

3333つのつのつのつの視点視点視点視点

歩きやすい歩きやすい歩きやすい歩きやすい

使いやすい使いやすい使いやすい使いやすい

分りやすい分りやすい分りやすい分りやすい

窓口の設備窓口の設備窓口の設備窓口の設備

を利用するを利用するを利用するを利用する

目的の窓口目的の窓口目的の窓口目的の窓口

を探すを探すを探すを探す

目的の窓口目的の窓口目的の窓口目的の窓口

へ向かうへ向かうへ向かうへ向かう

様々な特性を持つ様々な特性を持つ様々な特性を持つ様々な特性を持つ

来庁者来庁者来庁者来庁者

配置（動線）配置（動線）配置（動線）配置（動線）

家具家具家具家具

サインサインサインサイン

健常者

高齢者

妊婦

障がい者

（２）来庁者にとって利用しやすい窓口

①ユニバーサルデザインに配慮した窓口空間を構築します。

16



②来庁者の安全・安心を確保するため、プライバシーに配慮します。

17

●待合席は、窓口での会話を聞かれないように、

窓口カウンターと正対させないで配置します。

●相談室は、会話が外部に漏れないように個室を

配置します。

●窓口カウンターは、隣り合う来庁者の顔や手元が

隠れるように、仕切りパネルを設置します。

盗み聞き！

盗み見！
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（３）来庁者の利用動線に沿ったサイン計画

①屋外サイン

目的の場所を示す名称サインや目的地への方向を示す誘導サイン、また、敷地全体や現在地との

位置関係を示す案内サインなどを、来庁者の動線、目線に考慮して、見やすく分かりやすい場所に

設置します。

（ア）名称サイン

目的の場所を見つけるた

めのサインを設置します。

（イ）誘導サイン

目的の場所に向って移動

してもらうためのサインを

設置します。

（ウ）案内サイン

敷地全体や現在地との位

置関係をイメージするため

のサインを設置します。

（エ）ユニバーサルデザイン

屋外の段差をなくし、多目的駐車場や視覚障がい

者用の誘導ブロックなどを設置します。



②屋内サイン

建物全体や現在地との位置関係を示す案内サイン、また、目的地への方向を示す誘導サイン、

特に、来庁者の多い窓口には、部署の名称に加えて業務内容を示す名称サインを、来庁者の

動線、目線に考慮して、見やすく分かりやすい場所に設置します。

（ア）案内サイン

建物全体や現在地と

の位置関係をイメー

ジするためのサインを

設置します。

600W（一般）（一般）（一般）（一般）

900W（車椅子）（車椅子）（車椅子）（車椅子）

（オ）ユニバーサルデザイン

屋内の段差をなくし、車椅子がすれ違える幅や視

覚障がい者用の誘導ブロックなどを設置します。

600W

（イ）誘導サイン

目的の場所に向って移動

してもらうためのサインを

設置します。

（エ）名称サイン（柱サイン）

建物の柱を利用して、カウン

ター上の天吊りサインと垂直

方向にサインを設置します。

（ウ）名称サイン（天吊りサイン）

部署の名称に加えて、業務内容

などを示すサインをカウンター

上部に天吊りサインとして設置

します。

19



①来庁者用駐車場を避難・救護の場とします。

③市民活動の場などを救護・診療の場とします。

④会議室をボランティア諸室などとします。

⑦センター広場をヘリコプターの緊急離着陸の場とします。

⑧多目的広場を一時滞在場所や仮設住宅の場とします。

⑨公園の通路を緊急車両の通路とします。

⑩テニスコート前広場を物資供給の場とします。

20

９

８

⑩

７

5

2 1
3

②地下駐車場を避難の場とします。

⑤政策決定室を災害対策室とします。

4

４． 防災・安全対策

（１）旭文化の杜公園と連携した防災拠点

防災拠点として、災害時は、来庁者用駐車場を避難・救護の場として、また、

新庁舎の市民活動の場などを救護・診療の場などとして機能転換します。

6

⑥屋上に市役所名を表示します。



（２）庁舎全体で災害に向き合う計画

21

展望室

⑤政策決定室

→災害対策室

時間外出入口

主出入口

公園側出入口

①地下駐車場

→避難の場

③市民活動の場

→救護・診療の場

④会議室

→ボランティア諸室など

②市民憩いの場

→物資供給の場

地下１階

１階

２階

３階

４階

５階

旭市の全域を守れる確かな災害対策

拠点を構築するため、庁舎の各室の

機能転換に備えます。



議場

回廊

執務室

市民ロビー

スロープ

政策決定室

倉庫

熱源機械室

正副議長室

市長応接室

会議室

女子

WC

女子

WC

製図室

地下駐車場

耐火書庫 作業員控室

室外機置場

SE作業室

物品庫

回廊

執務室

執務室

執務室

22

（３）防災計画

災害発生時には、来庁者や職員が迅速かつ安全に避難できる計画とします。また、

大地震後も損傷することなく、行政機能を維持できる安全な庁舎を計画します。

③非常用排水槽③非常用排水槽③非常用排水槽③非常用排水槽

公共下水道の破損時、一時的に雑排水・汚水を

貯留し、庁舎のトイレなどの使用を可能とします。

①非常用発電機設備①非常用発電機設備①非常用発電機設備①非常用発電機設備

⑤無停電電源設備⑤無停電電源設備⑤無停電電源設備⑤無停電電源設備

建物を雷から保護する設備を設置します。

②電気と中圧ガスを併用する②電気と中圧ガスを併用する②電気と中圧ガスを併用する②電気と中圧ガスを併用する

ハイブリット方式ハイブリット方式ハイブリット方式ハイブリット方式

災害時に電気・ガスの供給ラインのいずれかが

途絶えた場合でも、熱源を確保します。

防災設備用の非常用電源や機能維持に最低限

必要な重要（保安）電源を確保します。

⑥避雷針設備⑥避雷針設備⑥避雷針設備⑥避雷針設備

瞬間的な停電に対応する設備を設置します。

（サーバールーム）

④ガラスの飛散防止④ガラスの飛散防止④ガラスの飛散防止④ガラスの飛散防止

ガラス破損による事故防止のため、吹抜けに

面したガラスに飛散防止フィルムを貼付します。

男子WC

仁玉川

井水利用

男子

WC

電気室

男子

更衣室

女子

WC

男子

WC

女子

WC
男子

WC

倉庫
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①セキュリティライン

個人情報の保護と防犯対策のため、市民活動エリ

アの利用に配慮して設定します。また、閉庁時間中

の執務室内への立ち入りを、シャッターなどで区画

し、関係者以外の立ち入りを制限します。

②警備員室

セキュリティの強化とともに、時間外（休日・夜間）の

届出などに対応するために配置します。

③監視カメラ

１階や５階などの休日開放エリアを含めて、監視カ

メラに対応した配管を設置します。

（４）セキュリティ計画

時間外出入口

主出入口

公園側出入口

（イ）セキュリティライン

（ウ）警備員室

（エ）休日開放エリア

（オ）エレベーター着床階設定

によるセキュリティ管理

（カ）展望室は休日も開放

地下１階

１階

２階

３階

４階

５階

（ア）シャッターなどによる

セキュリティ管理



５． 生涯コストを抑えた施設整備

③メンテナンスのしやすい庁舎

（ア）各階にメンテナンスバルコニーを設けて、日常的な窓・外壁清掃をしやすくします。

（イ）配管・配線などの設備スペースは、ゆとりをもたせて将来の設備増設や機器更新を行いやすくします。

（ウ）ガラスに光触媒（汚れにくい）塗料を施して、清掃回数を減らします。

（エ）外構の植栽は、メンテナンスが過大にならないように樹種を選定します。

（１）長寿命庁舎を実現する建築技術

24

①コストバランスを考慮した合理的な構造計画

（ア）柱間を長くとれる構造とすることで、柱の数を減らします。

（イ）設備ルートの合理化を図ることで、階高を抑えて建物全体の高さを低くします。

②塩害対策

（ア）各設備は、極力屋内に設けて、屋外に設置する室外機などは、耐塩仕様を採用します。

（イ）屋外に面する建具類は、アルミ製を採用します。

設備ルート

設備ルート



男子

更衣室

（２）環境計画

自然の力を効率良く取り入れるとともに、環境に配慮した設備を効果的に採

用して、生涯コストの削減と環境負荷の少ない庁舎を計画します。

25

⑥自然通風

東南風を利用した換気を計画します。

各階に換気・通風のための開閉窓を設置します。

⑦庇（ひさし）

屋内への直接的な日差しの緩和を図ります。

①エコモニター

電力使用量の見える化による省エネルギーの意識向上を図ります。

②外壁の熱負荷低減

複層ガラスによる熱負荷低減を図ります。

また、西日対策として熱伝達を低減する

Low-Eガラスや縦型ブラインド（什器）を設

置します。

④全館LED照明

長寿命で消費電力の少ないLED照明を全館に採用します。

⑤太陽光発電設備

省エネルギーと環境負荷の低減を図ると

ともに、停電しても補助電力として確保します。

③備蓄水槽

雨水・井水を溜めて、

平常時は雑用水と

してトイレの洗浄水

などに利用します。

議場

回廊

執務室

市民ロビー

スロープ

政策決定室

熱源機械室

正副議長室

市長応接室

会議室

女子

WC

地下駐車場

作業員控室

室外機置場

SE作業室

物品庫

回廊

執務室

執務室

執務室
男子WC

仁玉川

井水利用

自然換気

自然換気

九十九里浜から吹く心地よい海風

LED照明

女子

WC
耐火書庫

男子

WC

製図室

電気室

女子

WC

男子

WC

女子

WC

男子

WC

倉庫倉庫



①電力引込設備

電力引込設備は、敷地境界より地中埋設配管にて引込幹線

を電気室まで引き込みます。

②受変電設備

受変電設備は、電気室に設置して、高圧電力を低圧電力に

降圧し建物内に供給します。

③非常用発電機設備

非常用発電機設備と地下オイルタンク（燃料備蓄量３日分）

を設置します。

④太陽光発電設備

太陽光発電設備は、２０kwを設置します。

⑤電灯設備

電灯設備は、ＬＥＤ器具を採用します。

⑥コンセント設備

コンセント設備は、用途、機器の配置に合わせて、適切に配

置します。

⑦幹線、動力設備

幹線、動力設備は、ケーブルラックにて構築して、環境に配

慮したエコケーブルを採用します。

26

⑧無停電電源設備

無停電電源設備（瞬間的な停電に対応する設備）は、サーバー

ルームに設置します。

（機器費用、システム配線などの工事は除く）

⑨情報、通信設備

情報、通信設備は、主要な幹線ルートをケーブルラックにて構築

します。

（機器費用、システム配線などの工事は除く）

⑩誘導支援設備

誘導支援設備は、トイレの呼出し装置やエレベーターの音声案内

装置などを設置します。

⑪防災設備

防災設備は、消防法及び建築基準法に基づき設置します。

⑫防犯設備

防犯設備は、入退室管理設備や監視カメラ設備などの配管を設

置します。

（機器費用、システム配線などの工事は除く）

⑬昇降機設備

昇降機設備は、車椅子対応で、庁舎県道側、公園側、仁玉川側

に各１台設置します。

（３）電気設備計画

省エネルギーとともに、快適な電気設備を計画します。
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（５）給排水衛生設備計画

省資源に配慮した、給排水衛生設備を

計画します。

①給水設備

給水設備は、飲用水（市水道）、雑用水（雨水・井水）の２系統給水と

します。

②給湯設備

給湯設備は、個別に湯を出す局所式として、給湯室に電気式温水

器（飲用・洗い物用）を設置します。

③衛生器具設備

衛生器具設備は、節水型で雑用水対応の腰掛便器で、洗浄便座を

採用します。小便器は、自動洗浄式で雑用水対応の器具とします。

多目的トイレは、オストメイト対応のトイレを設置します。

④雨水、井水利用設備

雨水、井水利用設備は、備蓄水をろ過処理して、雑用水として利用

します。

（さく井工事は除く）

⑤排水設備

排水設備は、高所から低所へ向って排水を流す重力式排水を原則

として、汚水と雑排水の２系統排水とします。

⑥消火設備

消火設備は、消防法に基づき設置します。

（４）空調換気設備計画

人と環境にやさしく、快適な空調換気

設備を計画します。

①熱源設備

熱源設備は、電気と中圧ガス（都市ガス）を併用するハイブリット

方式を導入します。

②空調設備

空調設備は、災害対策関連室と他を別系統として、災害時も運

転可能とします。

③換気設備

換気設備は、建築基準法及び建築物における衛生的環境の確

保に関する法律に基づき、室別に適切なシステムを採用します。

④排煙設備

排煙設備は、自然排煙と機械排煙を併用します。

⑤中央監視設備

中央監視設備は、熱源設備や空調設備などの監視、運転制御

を一元的に管理できる設備を設置します。

⑥自動制御設備

自動制御設備は、空調設備機器や衛生設備機器が状況に応じ

て適切な状態となるように、自動的に制御する設備を設置します。



６． 新しいまちづくりの拠点

①市民活動の場

各種発表会をはじめ、演奏会や期日前投票、税の申告相談など、幅広く利用できる場を

計画します。

（１）市民の創造する意欲を盛り上げる場
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【１階】

【発表会イメージ】

【期日前投票イメージ】

市民活動の場
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②旭の歴史等を学ぶ場

旭の歴史や偉人の企画展をはじめ、市政情報や市の観光情報などを放映するなど、来庁

者が気軽に立ち寄れる場を計画します。また、幅広く利用できるように、展示パネル等は

移動できる仕様として計画します。

【１階】

【企画展イメージ】

【市の観光情報などの放映イメージ】

旭の歴史等を学ぶ場
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③市民憩いの場

軽食ができる休憩スペースを１階と５階に計画します。

【５階市民憩いの場】

【１階市民憩いの場】
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【正面玄関側から見た外観イメージ】
【旭文化の杜公園側から見た外観イメージ】

②低層部

ガラスを多く使用した開放的なデ

ザインに、自然の風合いを感じる

素材を組み合わせて、モダンなデ

ザインとします。

①上層部

庇による水平ラインを主としたシ

ンプルなデザインとします。

（２）外観パース

白・黒・自然色を基調に、質素でシンプルなデザインで、周囲の景観に調和し

た計画とします。



（３）内観パース

内装の一部に木材を使用して、深みと安らぎのある空間を計画します。また、

機能性が高く清潔さを保ち、清掃しやすい材料を採用します。
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【１階内観イメージ】

③床
①家具

②天井



７． 工事計画

（１）概算事業費

建設市場の動向や建築構造

などにより、変動する可能性

があります。

（２）スケジュール

工場生産品やユニット化製品

の積極採用により、騒音・振

動の軽減を図ります。また、

建設中の防災対策や公園利

用者に配慮して新庁舎建設を

進めます。
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項 目 内 容 事業費

本体工事費 ※地下駐車場含む 約 52億円

外構工事費 駐車場、緑化、案内看板 約 1億6,000万円

解体工事費

解体費（現本庁舎、第ニ庁舎）1億3,800万円

アスベスト撤去費4,000万円

約 1億7,800万円

その他工事費 上水道1,300万円、排水500万円 約 1,800万円

計 約 55億5,600万円

項 目 

平成 28

年度 

平成 29

年度 

平成 30

年度 

平成 31

年度 

平成 32

年度 

平成 33

年度 

基本計画 
 

     

基本・実施設計       

建設工事    
 

  

解体工事 

（現本庁舎、第二庁舎） 
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